
630調査

1.はじめに
調査票の入力・提出について

病院・診療所用
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本調査の趣旨

• この調査（630調査）は、精神保健医療福祉の実態を把握し、精神保健医療福祉施策推進
のための基礎資料を得ることを目的として、毎年6月30日付けで実施しているものです。

• 今年度からは、平成30年度から実施される医療計画、障害福祉計画、介護保険事業（支
援）計画にも活用できるよう、調査の流れを改め、調査内容を見直しました。

• 精神障害にも対応した地域包括ケアシステム、多様な精神疾患等に対応できる医療連携
体制の構築を進めるにあたって、重要な調査になりますので、ご協力のほど何卒よろしくお
願い申し上げます。

2

【調査内容・入力方法の問い合わせ先】
（630調査事務局）
国立精神・神経医療研究センター（National Center of Neurology and Psychiatry：

NCNP）精神保健研究所精神保健計画研究部
E-mail：630@ncnp.go.jp (原則2営業日以内に回答します)

※回答内容の確認のため、事務局からお問い合わせをさせていただく場合があります。
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• 全部で7つの調査票があります。(必ず病院・診療所1から順番に入力をしてください)

• 6ページで調査全体の流れを図式しております。

• 6ページの赤枠内の調査をこの度お願いすることになりますので、病院・診療所での入力の
際には以下の2点についてお願い致します。

①病院・診療所用調査票の入力

※3ページ目に病院の入力手順・5ページ目に診療所の入力手順を記載してあります

②都道府県もしくは政令市の主管課（調査依頼が送られてきたところ）に回答済みのExcelファ
イルを送付(必ずZIPファイルで送付してください)

＊調査票のExcelファイルを保存する際には「xls形式」でも「xlsx形式」でも問題はありません。

＊都道府県もしくは政令市の主管課に回答済みのExcelファイルを送付する際には、ファイル名は所属機関名に変更してくださ

い。

＊都道府県・政令市の主管課は、個別の調査票を閲覧できます。

• 以下、8ページ目より入力時の補足説明をしております。

• 調査票の7枚目の調査票は「訪問看護部門」についての調査になります。

• 入力の際には、この「調査票の入力・提出」に加えて、「用語の説明」も併せてご覧ください

• 7ページ目にExcel調査票の基本操作を記載しております。

調査票入力の際のお願い（病院・診療所用）
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病院の調査票入力手順
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手順1（事務）

•1～4のシート（病院・診療所1～4）は事務部門に担当していただく箇所ですので、すべて事務部門で入力
してください

手順2（病棟）

•事務部門の入力が完了しましたら、次にはじめの病棟に入力済みのファイルを渡してください。その際、その病棟が病棟・診療所5の何番目の
病棟部分の入力を行えばよいのかを各病棟に伝え、病棟管理者(看護師長等)が入力担当箇所がわかるようにお伝えください（例：病棟1=南1
病棟のように任意でよい）。

•各病棟の病棟管理者(看護師長等)は自分の病棟の入院患者に関する情報を入力してください（このマニュアルP12参照）

•この際、一つのファイルを病棟1から順番に回してください（※同時に別ファイルに入力をしていくのは絶対にNG）

手順3（事務）

•事務部門は、調査票が病棟を回っている間に、病棟・診療所6の入力準備をおすすめください

•具体的にはH28年6月から現在までの退院支援委員会の記録などです

•さらに訪問看護部門をお持ちの病院は、病棟・診療所7の入力のための準備もおすすめください

手順4（事務・
訪看）

•病棟から調査票がかえってきましたら、事務部門で病棟・診療所6を入力してください

•訪問看護部門がある病院は、訪問看護部門にファイルを回して、入力依頼してください（訪問看護部門は
このマニュアルのP14を参照）

•病棟・診療所7の訪問看護部門がない病院は「利用人数」のみ入力をしてください

手順5（事務）

• すべての入力が完了したら、都道府県もしくは政令市の主管課（調査依頼が送られてきたと
ころ）にメールで送付してください

•※都道府県に送付後に誤りに気が付いた場合、必ず訂正箇所を前のファイルに上書きした上で、すべて
のデータがそろった状態で再送付してください（絶対に修正個所のみを送付しないでください）
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①各病棟に担当していただく入力箇所は調査票(病院・診療所)の「病
院・診療所5」のみです

②入力に際しては、「1.はじめに 調査票の入力・提出について」のP.12
と「調査票で使われている用語の説明」の病院・診療所5のシートを
参考にしてください

③入力をはじめる前に、事務部門の方に自分の担当する病棟番号が
何番であるかを確認してください

④入力が終りましたら、次の病棟にお回しください( 後の病棟の方は
事務部門に戻す)

病院の事務部門の方は、
このスライドを病棟管理者(看護師長等)にお渡しください
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病棟管理者(看護師長等)の方へ

診療所の調査票入力手順
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手順1

• 診療所は調査票1・2・3・4・7のみ入力をしてください

• 調査票7の訪問看護機能がない診療所は「利用人数」と「算定の有
無」のみ入力をしてください

• 有床の診療所であっても、調査票5の入力の必要はありません

手順2

• すべての入力が完了したら、都道府県もしくは政令指定都市（調査依
頼が送られてきたところ）にメールで送付してください
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7

病院・診療所

⑥都道府県はまとめて、各病院・
診療所からのファイルをWebペー
ジへアップロード（随時）

ZIP

630調査
Webサイト

病院・診療所

②都道府県・政令市から
各病院・診療所へ調査ｴｸｾﾙファイルを送付するか、Webサイトをお知らせする

Excel

③各病院・診療所は、病院・診療所⽤調
査票を調査票に⼊⼒(Webページにアク
セスして調査票をダウンロード後)

①調査を依頼
厚⽣労働省

ZIP

⑤政令市は回答済の病院・診療所
からのファイルを都道府県へ送付

都道府県
47ユーザー

政令市
20ユーザー

病院・診療所

④各病院・診療所は
、回答済の調査票
を政令市へ送付

④各病院・診療所は
、回答済の調査票
を都道府県へ送付

集計・分析の実施

新630調査 –調査の全体図

630調査事務局
(NCNP)

• 項目は「直接入力いただく項目(青)」と「プルダウンから選択する項目(水色)」の2種類ありますので、操
作の際の参考にしてください

※イメージ図は、実際の調査票の内容とは異なります。

• 調査票の文字が小さくて見えにくい場合には、①Excel画面右下の赤枠内のつまみを動かすか、②画面
上方の「表示」タブの「ズーム」で画面の拡大縮小が可能です

※Excelのバージョンにより多少操作が異なる場合があります。

• プルダウンから選択しなくても、同じ選択肢の項目であれば、 「コピー・貼り付け」を行っても入力する
ことが可能です

• 項目について、不明な点がありましたら、「2．調査票に使われている用語の説明」を参照いただくか、
調査票の項目をクリック等すると質問についての詳細な説明が表示されます。

※イメージ図は、実際の調査票の内容とは異なります。

• 病院・診療所1の「厚生局届出の医療機関番号」に数字を入力しても都道府県名が自動で出ない場合
は、Excelファイルの画面左上にある「ファイル」から「オプション」→「数式」→「ブックの計算」を自動に
してください。

Excel調査票の操作について

8

① ②

コピー可
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病院・診療所1（施設の概要）
①医療機関番号を入力（入力すると自動的に都道府県名が表示されます）
※その際、医療機関番号の 初の一桁が0で始まる医療機関は、先頭に「’」(アポストロフィ)をつけて、必ず10ケタになるようにしてください

医療機関番号がない機関については9999999999と入力し、都道府県も入力してください

④精神科病棟数を入力（病院個票1

に表示される病棟数とリンクしてます
ので、正確に入力してください）
※1病棟に2つ以上の入院料区分が

またがっている場合は異なる病棟と
して入力してください
※休床中の病棟も含めてください

⑤応急入院の指定病院の有
無をリストで選択してください

③市区町村名は手入力してください

⑥同一法人・関連法人で関連施設がある場合に
は、各施設の10ケタのコードを入力してください
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②医療機関番号を入力すると都道府県番
号が自動表示されますので、グレーになっ
ています。（自分で入力しなくてよい）

病院・診療所2（施設の概要）
①各項目の有無をリストから選択してください
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病院・診療所3（病院機能等）
①各病院機能について、該当す
れば「有」、該当しなければ「無」

②該当「有」ならば人数を入力、
「無」の場合はグレーになります
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病院・診療所4（施設の概要）

①「病院・診療所1」で入力した病棟数の
数だけ表示されているかを確認

②各病棟の届出入院料と開放区分をリスト
から選択してください

④濃い青の項目は直接数字を入力

グレーで塗られてい
るセルは入力しない

⑤これより右の
セルも同様の
ルールで入力

⑥これより右の
セルは、今一
度定義マニュ
アルの参照

③ここで入力した患者数の分だけ、「病
院5」のシートに「病棟番号」、「通し番号」、

「病棟入院料」が自動的に表示されます
ので、正確に入力をお願い致します。
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病院・診療所5（6月30日0時時点の在院患者）
③患者本人の診療録上の住所
と病院住所が同様であれば「同
一」、違う場合は「異なる」を選択

6月30日時点で在院している主診断が精神疾患の
すべての入院患者を1人1人入力をしてください

もしくは、電子カルテから直接出力をしてください

②以下「年齢」～「拘束の
有無」はリストから適切な
選択肢を選択（入院年月は
直接入力）

④「所在地と住所地」で同一を選んだ場合は自動的に都道府県名と市区町村名が表示されます。
異なる場合のみ、手動で入力をお願い致します。
※正式な名称でないとエラー表示が出ますのでご注意ください。具体例は「2.調査票で使われて
いる用語の説明」を参照

①「病院・診療所3」のシートで入力した「入院患者数」の分だけ自動的に
病棟番号、患者シリアル番号（通し番号） 、病棟入院料が表示されている

ことを確認し、ご自身の担当の病棟に入院している患者情報を入力してく
ださい

ただし、病棟8以降は自動表示されませんので、大変お手数をお掛けしま

すが、手入力にて病棟番号、患者シリアル番号、病棟入院料も入力してく
ださい。また、患者IDについては病棟ごとに1から順番に振っている数字
ですので、病棟が切り替わったら1番から番号を振りなおしてください
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病院・診療所6（平成28年6月に医療保護入院した患者）

①患者シリアル番号(通し番号)を入力

※「病院・診療所5」で入力した患者が
「病院・診療所6」にも含まれる場合、シ
リアル番号は一致していなくてよい

※延べ人数でよいため、複数回入院患
者でも通し番号を入力でよい

④退院年月を直接入力

ここでは昨年6月に入院したす

べての医療保護入院患者につ
いて入力してください

②以下「年代」～「退院有
無」はリストから適切な選
択肢を選択

⑤ 「退院の有無」で「無」を選んだ場合は、
現在の状態について適切なものを選択

14

③退院の有無を選択

※ここで「有」を選択すると
「2つ右のセルはグレーに
なります」

退院年⽉
(YYYY/MM)
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病院・診療所7（病院・診療所訪問看護部門調査）

①医療機関番号が表示されているか確認（表示さ
れてなければ「病院1のシートに入力」）

②すべての利用者の人数と、保険種別
による内訳人数を入力
(医療保険と介護保険利用者数の合計が総利
用者数と一致します)

③算定の有無を選択し、算定していれば右に
実施人数を入力

訪問看護部門について伺います
訪問看護部門をお持ちでない医療機関は、
「すべての訪問看護利用者数」に「0人」を入
力し、以下は空欄でかまいません

④主傷病名が精神疾患の利用者について、
訪問頻度別に人数を入力

「主傷病名が認知症を除く精神疾患の利用
者」とは、訪問看護指示書の「主たる傷病名」
に精神疾患の診断、あるいは何らかの精神
症状が記載されている者とします

⑤各項目について算定・指定の有無を選択

「精神科訪問看護・指導料」を算定してい
ない場合、以下は空欄でかまいません

⑥職員数を入力

非常勤職員は、常勤勤務時間に換算した合計を
記入してください。例）週2.5日の非常勤職員が2
人いる場合は、0.5人+0.5人で「1人」と記入。
該当する職員がいない場合には、「0」を入力して
ください 15

訪問看護ステーションでしたら回答不要
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